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MnP の磁気的性質は多くの磁気的実験及び中性子回折実験等により明らかにされている。 291.5 










Part 1 では4.2 Kにおける磁化曲線むよびトルク曲線を定量的に解析した。これらは外部磁場と、
MnP の斜方結晶主軸 a ， b ， c との間の角度に依存して複雑に変化している。理論では交換相互作用、
2 次、 4 次の単イオン型異方性エネルギ一、異方性交換相互作用、および磁気双極相互作用を仮定し
て、磁化曲線およびトルク曲線を計算した。磁場が c 軸(容易軸)に平行な場合は、磁場を強めて行
くとラセン→強磁性の 1 次遷移がおこり、 b軸(中間軸)に平行な場合は、ラセン→扇→強磁性のそれ
ぞれ l 次わよび 2 次の遷移がおきる。 1 次遷移の場合には 2 相共存域が現われる。 b と Cの聞では遷移
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Part n では、 47 K におけるラセンー強磁性遷移、および各温度において b 軸に磁場をかけた場合
におきる相変化(例えば 77 K でおきる c軸強磁性→扇→ b 軸強磁性の 2段相変化)に対して、理論的
根拠を与えた。
以上 I 、 E の研究によって、特異な磁性体として知られている MnP の磁性がすべて明らかにされ
た。
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